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発電機の選定目安 
単相機の場合　kＷ＝１．０×kＶＡ 
三相機の場合　kＷ＝０．８×kＶＡ 

例えば三相２５kＶＡの発電機は、２０ｋWとなります。（数式２５kＶＡ×０．８＝２０ｋW） 

以上の事から 

機械を始動する時には、大きな負荷がかかります。 

水中ポンプ（モーター稼動物）では約３倍の負荷率 

ベルトコンベア、高圧洗浄機では約３倍の負荷率 

水銀灯では約２.５倍の負荷率 

電動工具（ドリル、サンダー等）では約２倍の負荷率 

例） 

参考：誘導電動機（モータ）を運転するための発電機容量 

■エンジン発電機の選定に当たっては、現在、使用されようとしている機器の他さらに将来、使用される 
　機器の事も予測されて選んでください。 

４５kＶＡの三相発電機（２００Ｖ）で３．７ｋW（２００Ｖ）の水中ポンプが何台使用できるか。 

※但し上記は、３台同時の場合です。順次指導による定格運転の場合７台まで使用できます。 

以上を目安として発電機の選定を行ってください。（但し三相機を単相機で使用の場合はこれに基づきません。） 

力　率　（数式　４５kＶＡ×０．８＝３６ｋW） 
負荷率　（数式　３．７ｋW×３＝１１．１ｋW） 
　　　　３６ｋW÷１１.１ｋW＝３.２７（約３台）となります。 

1．定常運転時の発電機容量 

2．モータ始動時などの瞬時電圧降下を考慮した場合の発電機容量 

3．順次始動時の発電機の容量（３台の場合） 

モータの入力＜kＶＡ＞＝ （×負荷率） 
モーターの出力（ｋW） 

モータの効率×モータの力率 

モータの入力＜kＷ＞　＝ （×負荷率） 
モーターの出力（ｋW） 

モータの効率 
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発電機容量 

発電機過渡リアクタンス（0.15～0.3） 

瞬時電圧降下率（0.25～0.3） 

モータの出力 

モータの１kＷ当たりの始動入力（kＶＡ） 

始動方式による係数 

①モータ各々の定常状態の入力kＶＡと始動時の入力kＶＡを計算する。 
②必要発電機（モータ１→モータ２→モータ３の順番で運転する場合）は表のＰＧ1、Ｍ1＋ＰＧ2とＭ1＋ 
　Ｍ2＋ＰＧ3の一番大きい値を発電機容量として選定します。 

定常時 始動時 
モータ1 

モータ2 

モータ3

ＰＧ1 

ＰＧ2 

ＰＧ3

M1 

M2 

M3

1．所用出力（又は機種名）kＶＡ 

2．使用電圧及び周波数 

3．使用負荷の種類 

①単相または三相負荷か 

②モータ負荷の場合 
●出力（ｋW、ＨＰ）●台数●極数●始動階級●用途 

●始動方式（直入始動、Ｙ－△始動、同時始動、順次始動） 

●最大始動容量のモータ出力 

③溶接機（交流溶接機）の場合 
●溶接電流●使用台数 


